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　本研究の終了時以降，神経細胞PC12 はラット由来，
骨芽細胞MC3T3-E1 はマウス由来であるため，発現を確認
した遺伝子が交叉反応を起こしている可能性を考慮し，
神経細胞と骨芽細胞を接触型共存培養後に分離する必要
があるため，レトロウイルスベクターを用いて神経細胞
にVenus遺伝子を，骨芽細胞にDSRed遺伝子を導入した．
Venus，DSRed遺伝子のcDNAが組み込まれているpMXs
レトロウイルスベクターを，大腸菌（DH5α株）で増や
した．大腸菌から精製したプラスミドはパッケージセル
ラインのplat E細胞にリン酸カルシウム法にて遺伝子導入

し，48 時間培養後にウイルス上清を採取後 0.45 µmのシ
リンジフィルターで濾過し，DMEM培地と交換し，pMX-
VenusをPC12（PC12/Venus）と，pMX-DSRedをMC3T3-E1

（MC3T3-E1/DSRed）とに，それぞれ 12 時間培養して感染
により遺伝子導入した．
　今後はPC12/VenusとMC3T3-E1/DSRedを接触型共存培
養後FACSにて分離・回収し，各々の細胞についてDNA
アレイおよびリアルタイムPCRによる遺伝子発現を検討
する予定である．
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